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【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｈ  51/02     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｈ   51/02     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月24日(2017.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　糸を案内するためのゴデットであって、
　前記ゴデットは、電気駆動部（２）に結合された駆動可能なゴデット周壁（１）を有す
るゴデットにおいて、
　前記電気駆動部（２）は、動作中断後に、手動で形成された前記ゴデット周壁（１）の
回転運動によって前記電気駆動部（２）の再始動が実施可能となるように構成されている
、
ことを特徴とするゴデット。
【請求項２】
　前記電気駆動部（２）は、制御電子機器（５）が組み込まれたブラシレス同期モータ（
４）によって構成されており、
　前記ゴデット周壁（１）は、前記ブラシレス同期モータ（４）のモータ軸（３）に固定
的に接続されている、
請求項１記載のゴデット。
【請求項３】
　前記制御電子機器（５）は、誘導された電圧（Ｕ）を検出するための電圧測定器（１６
）と、始動信号を生成するための評価ユニット（１９）と、を有する、
請求項２記載のゴデット。
【請求項４】
　前記制御電子機器（５）は、モータ電流（Ｉ）を検出するための電流測定器（１６）と
、始動信号を生成するための評価ユニット（１９）と、を有する、
請求項２記載のゴデット。
【請求項５】
　前記評価ユニット（１９）は、前記ブラシレス同期モータ（４）の前記モータ軸（３）
の角加速度（ａ）を求めるための微分オペレータ（３３）を有する、
請求項３又は４記載のゴデット。
【請求項６】
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　前記評価ユニット（１９）は、前記角加速度（ａ）の実際値を保存された閾値（ａｓ）
と比較するための比較器（３４）を有する、
請求項５記載のゴデット。
【請求項７】
　前記ゴデット周壁（１）に、小さい間隔をおいて摩擦手段（２４）が割り当てられてお
り、前記摩擦手段（２４）は、前記ゴデット周壁に対向する側に摩擦面（２６）を有し、
　前記電気駆動部（２）は、作動トルク監視部（１６，１９）を有する、
請求項１から６のいずれか１項記載のゴデット。
【請求項８】
　前記ゴデット周壁（１）は、糸（２９）を複数回巻き掛けた状態で案内するために、相
対回動可能に支持されたローラ（２８）と協働する、
請求項１から７のいずれか１項記載のゴデット。
【請求項９】
　前記電気駆動部（２）に、前記ゴデット周壁（１）を始動及び停止させるための手動ス
イッチ（２３）が割り当てられている、
請求項１から８のいずれか１項記載のゴデット。
【請求項１０】
　ゴデットを制御する方法であって、
　前記ゴデットのゴデット周壁を、電気駆動部によって駆動する方法において、
　前記電気駆動部を、動作中断後に、手動で形成された前記ゴデット周壁の回転運動によ
って再始動させる、
ことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記ゴデット周壁を、制御電子機器が組み込まれたブラシレス同期モータのモータ軸に
よって駆動する、
請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記モータ軸の回転運動中における前記ブラシレス同期モータの電流及び／又は電圧を
測定し、測定値から、前記制御電子機器内で始動信号を生成する、
請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記モータ軸の回転運動中における前記ブラシレス同期モータの時間的な電流増加及び
／又は時間的な電圧増加を測定し、測定値から、前記制御電子機器内で始動信号を生成す
る、
請求項１１記載の方法。
【請求項１４】
　前記モータ軸の角加速度を求め、前記角加速度の実際値と閾値との比較に基づいて前記
始動信号を生成する、
請求項１２又は１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記電気駆動部の作動トルクを継続的に監視する、
請求項１０から１４のいずれか１項記載の方法。
【請求項１６】
　繊維機械におけるゴデットを操作する方法であって、
　動作状態において糸を案内するために電気駆動部によってゴデット周壁を駆動する方法
において、
　動作中断後に、操作員によって手動で形成された前記ゴデット周壁の回転運動によって
前記電気駆動部の再始動を実施する、
ことを特徴とする方法。
【請求項１７】
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　前記ゴデット周壁を、制御電子機器が組み込まれたブラシレス同期モータによって駆動
し、
　前記ブラシレス同期モータを再始動させるために前記ゴデット周壁において手動で形成
される前記回転運動を、モータ回転方向に、又は、モータ回転方向とは反対方向に実施す
る、
請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　複数のゴデット周壁の複数の電気駆動部をグループスイッチングする際に、１つの電気
駆動部を１つの手動で操作可能なスイッチによって始動及び停止させる、
請求項１６又は１７記載の方法。
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